
 

 

 

 

 

 

 

― 次 第 ― 

 

１ 開   会 

 

２ 委員長挨拶 

 

３ 議   事 

（１）報告事項 

① 活動計画について 【資料１】 

 

② 協働のまちづくりガイドラインの進捗について 【資料２】 

 

（２）協議事項 

① 市民まちづくり提案事業（自主事業部門）審査会委員の選出について 【資料３】 

 

② 参画と協働のまちづくりフォーラムについて 【資料４】 

 

（３）その他 

 

 

４ 閉  会  

  

令和８ 年度 第１ 回 鳥取市市民自治推進委員会 

日時 令和８ 年５ 月２ ５ 日（ 月） 10: 00～12: 00 

場所 市役所本庁舎 ３ 階第１ 会議室 



 

鳥取市市民自治推進委員会委員 

【 R７ .4 .1 ～R９ .3 .3 1 】  

  （ ５ ０ 音順）  

氏  名 所 属 等 区分 

安達
あ だ ち

 由紀
ゆ き

 公募委員 
公募によ る

者 

稲垣
いながき

 宏樹
ひ ろ き

 公募委員 
公募によ る

者 

甲田
こ う だ

 紫乃
し の

 鳥取環境大学環境学部准教授 
学識経験の

ある 者 

佐藤
さ と う

 匡
ま さ し

 鳥取大学地域学部准教授 
学識経験の

ある 者 

清水
し み ず

 綾子
あ や こ

 
鳥取商工会議所 

総務企画部 会員交流・ 企画課 課長補佐 

民間団体に

属する 者 

城野
じ ょ う の

 和実
か ず み

 
（ 社福） 鳥取市社会福祉協議会 

 地域支え合い支援課 課長 

民間団体に

属する 者 

鈴木
す ず き

 伝男
つ た お

 公募委員 
公募によ る

者 

椿
つばき

 善
よ し

裕
ひろ

 （ 公財） と っと り 県民活動活性化センタ ー 企画員 
民間団体に

属する 者 

中川
なかがわ

 玄
げん

洋
よ う

 （ 特非） ba n ku p  代表理事 
民間団体に

属する 者 

西原
にし はら

 牧夫
ま き お

 鳥取市自治連合会 副会長 
民間団体に

属する 者 

   



第９ 期（ 令和７ 年度～令和８ 年度） 　市民自治推進委員会　活動計画（ 案）

① ② ③ ④ ① ② ③ ④

●

● ●

● ●

● ●

● ●

● ●

提出

●

令和７年度 令和８年度

４～６月 ７～９月 １０～１２月 １～３月 ４～６月 ７～９月 １０～１２月 １～３月

委員会開催月目安

委嘱状の交付、委員長の選出

活動計画の確認

市民まちづくり提案事業（自主事業
部門）審査会委員の選出

市民活動表彰者の選考

自治基本条例の逐条解説に関する
こと

参画と協働のまちづくりの推進に関
する事項に関すること
（公民連携デスク・地区公民館・地域活
動団体への支援等）

随時検討（必要に応じて小委員会設置を検討） 随時検討（必要に応じて小委員会設置を検討）

参画と協働のまちづくりフォーラム
（啓発事業）

ガイドラインの進捗報告

委員会意見書の提出

準備・実施

内容の検討・作成

実施時期・方向性の決定

次期ガイドラインについて

資料１
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協働のまちづくりガイドライン: 取組状況（ 令和７ 年度）  

【柱１ 】地域コミュニティ活動の支援 

【まちづくり協議会】 

取組施策 取組状況等 

①地域コミュニティ計画に基づき、地域の身近な課題解決

に向けた取組に対して財政的・人的に支援します。 

・各まちづくり協議会（地域運営組織）が取り組む活動等に対する補助金を交付する。 

（運営助成：５万円、活動助成：40 万円） 

（令和４年度） 運営助成：49 地区、活動助成：50 地区、一括交付助成：11 地区 

（令和５年度） 運営助成：47 地区、活動助成：47 地区、一括交付助成：13 地区 

（令和６年度） 運営助成：47 地区、活動助成：47 地区、一括交付助成：14 地区 

（令和７年度） 運営助成：4１地区、活動助成：41 地区、一括交付助成：20 地区 

・公民館職員が事務局として地域のコミュニティ活動を支援する。 

②学びの成果を生かした住民主体のまちづくりを推進する

ため、地域のニーズをふまえつつ一括交付金事業の拡大

を図ります。 

・協働のまちづくり一括交付助成事業の活用を検討する地区への市職員による説明 

 （令和４年度） １地区 

 （令和５年度） ９地区 

 （令和６年度） ５地区 

 （令和７年度） ６地区 

・協働のまちづくり一括交付助成事業を活用する地区の公民館職員からの意見交換を通じて、事業

の効果を確認するとともに、現場の声を事業に反映させている。 

 （令和４年度） 11 地区が活用 

 （令和５年度） 13 地区が活用 

 （令和６年度） 14 地区が活用 

 （令和７年度） 20 地区が活用 

資料２ 
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取組施策 取組状況等 

③取組の活性化や見直し等を目的とした研修会やフォーラ

ムを開催します。 

・参画と協働のまちづくりフォーラム・啓発事業の実施 

（令和４年度） 「これからの地区公民館は？」をテーマに啓発番組を放送。 

（令和５年度） 令和 6 年度のフォーラム実施に向けて準備を進めている。 

（令和６年度） 参画と協働のまちづくりフォーラム（「災害（もしも）に備えて地域でつながる」）を開催 

（令和７年度） 令和 8 年度のフォーラム実施に向けて準備を進めている。 

・参画と協働のまちづくりに関する DVD を貸し出し、地域における学習を支援している。 

（令和４年度） ５地区に貸出 

（令和５年度） １地区に貸出 

（令和６年度） １地区に貸出 

（令和７年度） 貸出なし 

④地域に合った組織体制やコミュニティ計画の見直しを検

討する地区に対して、必要に応じてアドバイザーを派遣しま

す。 

・地区からの要請に対する外部アドバイザー・市職員の派遣の実施 

（令和４年度） アドバイザー派遣 １地区 市職員派遣 １地区 

（令和５年度） アドバイザー派遣 １地区 市職員派遣 ９地区 

（令和６年度） 市職員派遣 ５地区 

（令和７年度） 市職員派遣 ６地区 

⑤地域拠点施設の管理運営を行おうとするまちづくり協議

会に対して、必要な支援を行います。 

・佐治地区において、地域拠点施設の管理運営を担うＮPO 法人に対して指定管理料を支出。（令和

３年度から） 

・公館職員と同様に施設職員のスキルアップを目的とした研修を実施。 

⑥積極的に地域課題の解決へ取り組むまちづくり協議会を

後押しするため、新たな支援のあり方を検討します。 

（令和４年度） 

・まちづくり協議会が柔軟に活動できるように、地域拠点施設を幅広く活用できるよう調整を進めてい

る。 

（令和５年度） 

・まちづくり協議会が柔軟に活動できるように、地域拠点施設の幅広い活用を目的とした見直しを行

い、令和６年度からの運用開始。 

（令和６年度） 

・4 月から利用制限を緩和し、地区公民館を利用できる対象範囲を拡大  

（令和７年度） 

・まちづくり協議会に対する財政支援として交付している運営費助成及び事業費助成を一本化する見

直しを行い、令和８年度から運用開始。  
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取組施策 取組状況等 

⑦持続可能なまちづくりに向けて、地域共生社会の実現に

向けた取組を支援します。 

（令和４年度） 

・地域共生社会の実現に向けた啓発として研修を実施（市地域福祉課主催） 

・参画と協働のまちづくり啓発事業として、「これからの地区公民館は？」をテーマに啓発番組を放送。 

（地域共生社会の実現に向けた拠点としての地区公民館の役割） 

（令和５年度） 

・鳥取市地域共生社会推進会議の設置（事務局：市地域福祉課） 

・鳥取市社会福祉大会にて、地域共生社会をテーマとする講演を開催 

（令和６年度） 

・ 鳥取市地域福祉推進計画の策定（計画期間：令和 7 年～令和 12 年） 

・ 鳥取市地域共生社会推進会議 第１回開催（地域防災の観点から本市の地域共生社会について

協議） 

（令和７年度） 

・鳥取市地域福祉推進計画の進捗管理（作成委員会：計 2 回） 
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【町内会（自治会）】 

取組施策 取組状況等 

①自治連合会等と連携して町内会の加入率の向上に向け

て取り組みます。 

・市内転入者への自治会加入チラシの配布や自治連合会への加入促進の取組を実施している。 

・公益社団法人鳥取県宅地建物取引業協会東部支部、自治連合会、市の三者で「自治会への加入

促進に関する協定」を締結し、分譲住宅やアパート建設などの際に開発事業者を通じて自治会加入

の働きかけを行っている。 

②地域コミュニティの維持や活性化を目的とした活動に対

して支援します 

・自治会等が実施する納涼祭・環境整備等のコミュニティ活動への支援 

（令和４年度） 168 町内会、3,759 千円 

（令和５年度） 298 町内会、7,840 千円 

（令和６年度） 358 町内会、9,643 千円 

（令和７年度） 350 町内会、9,571 千円 

③市から町内会への依頼内容及び依頼方法の見直しに取

り組み、町内会の負担軽減を図ります。 

・全庁で配布物や依頼事項の精査に取り組んでいる。 

【市からの依頼事項の件数】 

（令和４年度） 41 件 

（令和５年度） 28 件 

（令和６年度） 24 件 

（令和７年度） 32 件 

・公民館長の人選に公募制を導入し、自治会役員の負担を軽減に努めている。（令和７年度から） 
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【柱２ 】テーマコミュニティ活動の支援 

取組施策 取組状況等 

①「アクティブとっとり」において、市民活動に必要な場、情

報収集・発信の場の提供を行います。 

・市民活動センターが作成するウェブサイトやチラシ等での情報発信 

・登録団体が使用できる活動スペースやロッカー等の確保 

（令和４年度） アクティブとっとり登録団体数 138 団体 

（令和５年度） アクティブとっとり登録団体数 143 団体 

（令和６年度） アクティブとっとり登録団体数 158 団体 

（令和７年度） アクティブとっとり登録団体数 153 団体 

②テーマコミュニティの活動を支援するため相談会を開催

するなど補助制度の紹介やアドバイスを行います。 

・市民活動センターにおいて、NPO 立ち上げや助成金申請などの相談会を開催している。 

（令和４年度） NPO なんでも相談会、助成金相談会、助成金申請添削指導等の開催 

（令和５年度） NPO なんでも相談会、助成金相談会、助成金申請添削指導等の開催 

（令和６年度） NPO なんでも相談会、助成金相談会、助成金申請添削指導等の開催 

（令和７年度） NPO なんでも相談会、助成金相談会、助成金申請添削指導等の開催 

③地域の課題解決やまちの活性化のため、市民からの視

点による自由な発想に基づき提案された「まちづくり事業」

に対して支援を行います。 

・市民団体の発案を実現するため、市民まちづくり提案事業（自主事業部門）による補助を交付。 

（令和４年度） ３団体へ補助金交付 

（令和５年度） ４団体へ補助金交付 

（令和６年度） ３団体へ補助金交付 

（令和７年度） ３団体へ補助金交付 

④市民活動の社会的意義や重要性の認識を高め、市民活

動をより一層促進するため、市民活動の推進に顕著な功績

のあった者を表彰します。 

・鳥取市市民活動表彰要綱に基づき該当者を表彰している。 

（令和４年度） 個人３名、団体２団体 

（令和５年度） 個人２名、団体３団体 

（令和６年度） 個人１名、団体１団体 

（令和７年度） 個人０名、団体２団体  

⑤テーマコミュニティ同士が情報共有できる場を増やし、事

業連携や新規活動のきっかけづくりを促進します。 

・市ボランティア・市民活動センターにおいて登録団体が使用できる活動スペースの確保、交流サロン

を開催している。 

（令和４年度） アクティブとっとり登録団体数 138 団体 

（令和５年度） アクティブとっとり登録団体数 143 団体 

（令和６年度） アクティブとっとり登録団体数 158 団体 

（令和７年度） アクティブとっとり登録団体数 153 団体 



6  

取組施策 取組状況等 

⑥市民活動を支える市ボランティア・市民活動センターや県

民活動活性化センターとテーマコミュニティに関する情報を

共有し、支援体制を強化します。 

・テーマコミュニティに関する情報共有を行っている。 

 アクティブとっとりの利用状況等の情報共有 

 とっとり県民活動活性化センターが実施する説明会等に関する情報共有 

⑦市政運営の課題の解決に向けて市と協働で取り組むテ

ーマコミュニティに対する補助制度を充実します。 

・市民まちづくり提案事業（協働事業部門）について、市との事前相談を十分に行うとともに、伴走型

の支援制度として運用している。 

（令和４年度） ２団体 

（令和５年度） 募集なし 

（令和６年度） １団体 

（令和７年度） 募集なし 
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【柱３ 】ボランティア活動の支援 

取組施策 取組状況等 

①市ボランティア・市民活動センターと連携して、ボランテ

ィアマッチングの充実を図ります。 

・ボランティアへの参加を支援し、活動を広げる機会となるよう、市民活動センターにおいて、ボランティ

ア参加企画や講座・交流会を実施している。（ボランティアへの参加を支援し、活動を広げる機会となる

ことをも目的とする） 

【ボランティア登録者マッチングの件数】 

（令和４年度） 111 件 

（令和５年度）  87 件 

（令和６年度） 143 件 

（令和７年度） 142 件 

②ＩＣＴを活用した情報発信を行うことで、市民が活動に参

加できる機会を増やします。 

・市民活動センターが作成するウェブサイト・公式 LINE 等を通じて情報発信を行っている。 

③市民活動の社会的意義や重要性の認識を高め、市民

活動をより一層促進するため、市民活動の推進に顕著な

功績のあった者を表彰します。≪再掲≫ 

・鳥取市市民活動表彰要綱に基づき該当者を表彰している。 

（令和４年度） 個人３名、団体２団体 

（令和５年度） 個人２名、団体３団体 

（令和６年度） 個人１名、団体１団体 

（令和７年度） 個人０名、団体２団体 

④市民が安心してボランティア活動、市民活動に取り組

めるよう、活動中の傷害や損害賠償責任に対する補償制

度を設けます。 

・補償制度に加入し、安心してボランティアや市民活動を行うことができる環境づくりに取り組んでいる。 

（令和４年度） 公共的活動イベント登録件数 102 件 

          社会奉仕活動団体登録件数 808 団体  

          事故発生件数 18 件（公共的活動 10 件、社会奉仕活動 ８件） 

（令和５年度） 公共的活動イベント登録件数 121 件 

          社会奉仕活動団体登録件数 807 団体  

          事故発生件数 18 件（公共的活動９件、社会奉仕活動９件）  

（令和６年度） 公共的活動イベント登録件数 124 件 

          社会奉仕活動団体登録件数 813 団体 

          事故発生件数 14 件（公共的活動９件、社会奉仕活動５件） 

（令和７年度） 公共的活動イベント登録件数 115 件 

          社会奉仕活動団体登録件数 815 団体 

          事故発生件数 21 件（公共的活動 12 件、社会奉仕活動９件） 
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取組施策 取組状況等 

⑤鳥取市に災害が発生した際には、市社会福祉協議会と

連携して災害ボランティアセンターを設置し、災害ボラン

ティアの円滑な救援活動を支援します。 

（令和４年度） 

・災害ボランティアセンターを円滑に立ち上げるよう、庁内関係課や県・市社協と協議。 

（令和５年度） 

・令和 5 年台風第 7 号に係る鳥取市災害ボランティアセンターを設置 

（令和６年度） 

・災害ボランティアセンターを円滑に立ち上げるよう、庁内関係課や県・市社協や関係団体で構成した

鳥取市災害ボランティアセンター連絡会を設置し、平常時から連携・協力関係の促進を行った。 

（令和７年度） 

・鳥取市災害ボランティアセンター連絡会を開催することで連携・協力関係の強化を図るとともに、円滑

な運営を可能とするため、災害ボランティアセンターの運営に必要なデジタル資機材を平常時から整備

した。また、鳥取市総合防災訓練において、災害ボランティアセンター開設に向けた情報伝達訓練を実

施したほか、対応力向上及び地域との連携強化を目的とした運営者研修を大正地区で実施した。 

⑥新規にボランティア活動する者を支援するため、市民

が活動に挑戦する際に活用できるハンドブックを作成しま

す。 

・市ボランティア・市民活動センターにおける、ボランティア・市民活動を始めようと考えている方を対象

とした冊子「とっとりボランティア 21」の活用 

 活動タイプ別に３種類（入門基礎編・募集情報編・活動グループ・団体編）を作成し、市民活動拠点ア

クティブとっとりへ設置。 

⑦持続可能な地域共生社会の実現に向けた取組を支援

します。 

・参画と協働のまちづくり啓発事業として、「これからの地区公民館は？」をテーマに啓発番組を放送。 

（地域共生社会の実現に向けた拠点としての地区公民館の役割） 【再掲】 

・啓発番組を動画配信サイト（鳥取市公式動画チャンネル）で配信。 
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【柱４ 】市政運営の課題解決につながる活動への支援 

取組施策 取組状況等 

①各担当課において、積極的に市民との協働事業に取り組

みます。 

・協働事業の必要性や事例について学ぶための職員研修を実施。 

（令和４年度） 新規採用職員研修（正職員・地区公民館職員） 

          係長級職員研修 

          協働だよりによる庁内広報 

（令和５年度） 新規採用職員研修（正職員・地区公民館職員） 

          協働だよりによる庁内広報 

（令和６年度） 新規採用職員研修（正職員・地区公民館職員） 

（令和７年度） 所属長研修 

②市政運営の課題解決に向けて、関係課が連携して取り組

みます。 

・各課が抱える課題の抽出及び聞き取り調査を行い、関係課の連携を模索している。 

（例：持続可能な公園の維持管理について） 

③協働の必要性や事例について学ぶ職員研修を実施しま

す。 

・協働事業の必要性や事例について学ぶための職員研修を実施。 【再掲】 

（令和４年度） 新規採用職員研修（正職員・地区公民館職員） 

         係長級職員研修 

         協働だよりによる庁内広報 

（令和５年度） 新規採用職員研修（正職員・地区公民館職員） 

          協働だよりによる庁内広報 

（令和６年度） 新規採用職員研修（正職員・地区公民館職員） 

（令和７年度） 所属長研修 

④自治連合会と協働して地域における課題を地区要望とし

て把握・集約し、市政や各課の業務へ反映させます。 

・地区要望を通じて地域の課題を把握し、改善に向けて検討・取組を進めている。 

（令和４年度） 要望受付件数 826 件 

（令和５年度） 要望受付件数 712 件 

（令和６年度） 要望受付件数 811 件 

（令和７年度） 要望受付件数 774 件 
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取組施策 取組状況等 

⑤行政が提示する課題の解決に向けて市との協働で取り組

む事業に補助金を交付します。 

・市民まちづくり提案事業（協働事業部門）について、市との事前相談を十分に行うとともに、伴走型

の支援制度として運用している。【再掲】 

（令和４年度） ２団体 

（令和５年度） 募集なし 

（令和６年度） １団体 

（令和７年度） 募集なし 

⑥協働の視点をもった市職員の育成を図るとともに市職員と

テーマコミュニティ等が連携できる環境づくりに努めます。 

・協働事業の必要性や事例について学ぶための職員研修を実施。 【再掲】 

（令和４年度） 新規採用職員研修（正職員・地区公民館職員） 

          係長級職員研修 

          協働だよりによる庁内広報 

（令和５年度） 新規採用職員研修（正職員・地区公民館職員） 

          協働だよりによる庁内広報 

（令和６年度） 新規採用職員研修（正職員・地区公民館職員） 

（令和７年度） 所属長研修 

⑦市政運営の課題解決や行政サービスの充実等に向けて

自主的に取り組む事業主体（コミュニティをはじめ市内を拠

点に活動している事業者や団体）からの提案を受け付け、連

携促進を図ります。 

・「公民連携デスク」を開設し、民間事業者等からの提案を受け付けている。 

（令和４年度） 提案受付  ７件 

（令和５年度） 提案受付 12 件 

（令和６年度） 提案受付 15 件 

（令和７年度） 提案受付  5 件 

⑧長期的な視点から町内会に過度な負担とならない形での

行政サービスのあり方について検討します。 

・町内会への過度な負担を軽減するため、依頼事項の精査に取り組んでいる。 

【市からの依頼事項の件数】 

（令和４年度） 41 件 

（令和５年度） 28 件 

（令和６年度） 24 件 

（令和７年度） 32 件 

・町内会に依存しすぎない業務のあり方について検討している。 
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【柱５ 】持続的な協働のまちづくりの促進（ 基盤整備）  

取組施策 取組状況等 

①協働のまちづくり推進本部を設置し、「市民と行政による

協働のまちづくり」の実現に向けて取組を推進します。 

・協働のまちづくり推進本部を設置し、協働のまちづくりに向けた具体的な施策について協議し、全庁

的に取組を推進。 

（令和４年度） 協働のまちづくり推進本部 ２回開催 

（令和５年度） 協働のまちづくり推進本部 ２回開催 

（令和６年度） 協働のまちづくり推進本部 ３回開催 

（令和７年度） 協働のまちづくり推進本部 １回開催 

          協働のまちづくり推進本部の下部組織として、持続可能な町内会づくり応援チームを

発足し、町内会の維持・発展に資する支援等の検討・実践を開始 

②市長の附属機関として設置する市民自治推進委員会に

おいて、参画及び協働の推進に関する事項について調査

及び審議し、協働のまちづくりを推進します。 

・市民自治推進委員会において、協働のまちづくり推進に向けた取組について協議を行っている。 

・市民自治推進委員会において、４年に一度、自治基本条例が実態に即しているか調査、研究を行っ

ている。 

（令和４年度） ４回開催 

（令和５年度） ４回開催・小委員会２回開催 

（令和６年度） ４回開催・小委員会１回開催 

（令和７年度） ４回開催 

③地域活動の拠点となる施設の管理運営について、地域

のニーズや実態、特性に応じた運営手法を選択できるよう

な柔軟な仕組み（制度）をめざします。 

・地域からの希望に応じて、地域と市で地域活動拠点の運営方法等について検討する。 

（現時点では佐治地区のみ） 

④幅広い用途で利用が可能となった地区公民館において、

地域住民と多様な主体とのつながりや地域課題の解決、新

たな魅力の創出が図られるよう、施設の利活用の促進を図

ります。 

・各事業主体が柔軟に活動できるように、地域拠点施設の幅広い活用を目的とした見直しを行い、令

和 6 年度から運用している。 

（令和６年度） 地域活動・社会教育活動以外の利用件数：159 件（R7.1 月～3 月） 

（令和７年度） 地域活動・社会教育活動以外の利用件数：286 件 
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取組施策 取組状況等 

⑤「アクティブとっとり」において、市民活動に必要な場、情

報収集・発信の場の提供を行います。≪再掲≫ 

・市民活動センターが作成するウェブサイトやチラシ等で情報を発信している。【再掲】 

・登録団体が使用できる活動スペースやロッカー等を確保している。【再掲】 

（令和４年度） アクティブとっとり登録団体数 138 団体 

（令和５年度） アクティブとっとり登録団体数 143 団体 

（令和６年度） アクティブとっとり登録団体数 158 団体 

（令和７年度） アクティブとっとり登録団体数 153 団体 

⑥「参画と協働のまちづくり」の重要性を考え、協働意識の

向上を図ることを目的とした研修やフォーラムを開催しま

す。 

・参画と協働のまちづくりに関する DVD を貸し出し、地域における学習を支援している。【再掲】 

（令和４年度） ５地区に貸出 

（令和５年度） １地区に貸出 

（令和６年度） １地区に貸出 

（令和７年度） 貸出なし 

・地域課題の解決や地域の未来のかたちについて市職員と地域で意見交換会を行っている。 

（令和４年度） 地域づくり懇談会 開催延期 

（令和５年度） 地域の未来づくり懇談会の開催 ６地区 

（令和６年度） 地域の未来づくり懇談会の開催 13 地区 

（令和７年度） 地域の未来づくり懇談会の開催 10 地区 

⑦各種活動のコーディネーターとなる人材の育成、関係機

関とのネットワーク化を推進します。 

・各種活動の人材育成を目的とした研修会等を開催している。 

（令和４年度） ボランティア交流会やボランティア・NPO 交流サロンの開催（市民活動センター） 

（令和５年度） ボランティア交流会やボランティア・NPO 交流サロンの開催（市民活動センター） 

          まちづくり協議会を対象とした研修会の開催 

（令和６年度） ボランティア交流会やボランティア・NPO 交流サロンの開催（市民活動センター） 

（令和７年度） ボランティア交流会やボランティア・NPO 交流サロンの開催（市民活動センター） 

⑧デジタル技術を活用して、情報の発信・取得・連携ができ

る環境づくりを推進し、様々な分野の主体によるマッチング

を促進することで協働の幅を広げます。 

・地区公民館における公衆無線 LAN（フリーWi-Fi）環境の整備を実施。（利用範囲の拡充） 

・とっとり施設予約サービスによる地区公民館の施設予約ができる環境を整備。 

⑨市との協働によって市政運営の課題解決や行政サービ

スの充実等に自主的に取り組む事業主体（コミュニティをは

じめ、市内を拠点に活動している事業者や団体）からの提

案相談を受け付け、連携促進を図ります。 

・「公民連携デスク」を開設し、民間事業者等からの提案を受け付けている。【再掲】 

（令和４年度） 提案受付  ７件 

（令和５年度） 提案受付 12 件 

（令和６年度） 提案受付 15 件 

（令和７年度） 提案受付  5 件 
 



鳥取市市民ま ちづく り 提案事業について 
 

目 的 

  地域の課題解決やま ちの活性化等のために市民等から の視点によ る 自由な発想に基づき 提

案さ れた「 ま ちづく り 事業」 を 支援する こ と によ り 、 市民活動を活性化し 、 も っ て市民と 行

政の協働のま ちづく り を推進する 。  

 

＜自主事業部門＞ 

 鳥取市市民ま ちづく り 提案事業助成金( 自主事業部門) 審査会で審査 

 審査委員： ５ 名以内（ 鳥取市市民自治推進委員から １ 名）  

 委嘱期間： 委嘱日から 令和９ 年３ 月３ １ 日ま で 

趣旨・ 内容 

地域課題の解決やＳ Ｄ Ｇ ｓ １ ７ の目標達成のために取り 組む事業その他住みやす

いま ちづく り のために取り 組む事業であっ て、 提案者が自ら 企画し 、 実施する も

の 

助成上限額 １ ０ 万円 

助成率 １ 回目： １ ０ 分の１ ０ 、 ２ 回目： ５ 分の４ 、 ３ 回目： ４ 分の３  

対象者 市民活動拠点アク ティ ブと っと り に登録する 市民活動団体 

助成件数 予算の範囲内 （ 令和８ 年度： ３ 件程度）  

実績 

（ 助成団体数 

／申請団体数）  

自主事業部門 

令和４ 年度  ３ 団体／４ 団体 

令和５ 年度  ４ 団体／５ 団体 

令和６ 年度  ３ 団体／４ 団体 

令和７ 年度  ３ 団体／５ 団体 

令和７ 年度 

支援事業 

・ 鳥取ま ちなかガイ ド の会 ま ちなかのお宝発見事業 

・ 気高町観光協会 貝がら 節及び貝がら 節祭り のＰ Ｒ 事業 

・ 多文化共生プロ ジェ ク ト 実行委員会 ワ ールド ・ ス マイ ル・ ビ レ ッ ジ 

＜協働事業部門＞ 

 別途設置する 審査会（ 該当する 行政課題を 担当する 管理職員等で構成） において審査 

趣旨・ 内容 
市が示す行政課題の解決のため団体等が企画立案する 事業であっ て、 市と 協働で実

施する こ と によ り 、 よ り 効果が期待でき る も の 

助成上限額 行政課題ごと に定める 額 

助成率 １ ０ ／１ ０  

対象者 市民活動団体、 事業者等 

実績 

（ 助成団体数 

／申請団体数）

令和４ 年度  ①公共施設を 活用し た脱炭素の取組啓発 １ 団体／１ 団体 

       ②日本遺産を 生かし てま ちを 元気に    １ 団体／１ 団体 

令和５ 年度  実績なし  

令和６ 年度  多様な主体で取り 組む熱中症対策の取組 １ 団体／１ 団体 

令和７ 年度  実施なし  
 
※ 市が提示し た課題（ テーマ） に対する 提案を 公民連携デス ク において受け付ける 制度を 準

備中のため、 昨年度に引き 続き 「 協働事業部門」 の実施予定はあり ま せん。  

資料３  



 
 

令和８年度 参画と協働のまちづくりフォーラム （概要案） 
～ まちづくりをみんなの手で（担い手づくり、関係づくり） ～ 

 

１ 目的 

人口減少や少子高齢化の進展などの社会情勢の変化に加え、コロナ禍の行動制限で地域

のまちづくり活動は急速に停滞しました。 
コロナ禍を脱した現在、地域活動は再開したものの、コロナ禍で培われた生活様式の変

化や価値観の多様化などにより、地域活動に参画する人（参加者、担い手）はますます減

少しています。 
本フォーラムでは、地域でのまちづくり活動等の取組事例に触れていただくことで、そ

れぞれの団体、地域における「これからの地域づくり活動」につながるきっかけづくりを

目的とします。 
＜参加者（ターゲット）＞ 

・まちづくりに取り組む団体（まちづくり協議会、市民活動団体） 

・地縁による団体（地区自治会、町内会関係者等） 

・一般市民 

（参考）令和６年度 約 100 名（まちづくり協議会役員など関係者中心） 

２ 日程 

・開催時期 １０月～１１月頃 

（参考）１０月、１１月の鳥取市内イベント予定・・・別紙のとおり 

    11 月 22 日（市議会議員選挙） 

３ フォーラムの開催方法 

・対面形式 

※オンライン配信の活用も検討 

４ フォーラムの内容について 

・事例発表 

・パネルディスカッション 

  ・意見交換 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 実行委員会について 

・市民自治推進委員による「フォーラム実行委員会」を組織し、企画を行う。 

・必要に応じ外部委員を任命することができる。 

  開催頻度 事前開催３～４回 

  ・フォーラムに関する実行委員会及び当日は、「実行委員」の身分となる（報償費は一回千円）。 

  ・実行委員会は、市からの委託を受けて事業実施するため、委託契約を締結。 

  【本日の決定事項】…実行委員長及び初回実行委員会開催時期 

     フォーラム実行委員長           

■事例発表・パネリスト（案） 
①まちづくり協議会活動分野から 
・遷喬地区まちづくり協議会、城北まちづくり協議会（地域の民間事業者との連携） 

  ・大正地区まちづくり協議会（ＰＴＡ活動から地域づくり活動の参画） 
 
②地区・町内会活動分野から 
・地域の組織体制を見直した町内会 
・地域と連携した取組を展開する民間事業者 

 
③地区公民館活動分野から 
・若者のまちづくり事業参加大学生及び取組実施地区公民館 

 
 

資料４ 
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■スケジュールのイメージ 

年度 月 市民自治推進委員会 委員会内容 
フォーラム 

（１１月開催想定） 
備考 

令和８年 

４月     

５月 第１回委員会 フォーラムについて 

・実行体制の決定 

・内容のたたき台の決定 

 

６月    

７月 

第２回委員会 

 
H28:7/31 フォーラム開催 

（実行委員会 3回：6,7 月） 

８月  

・実行委員会の開催 

（３回程度） 

 

９月   

10 月    

11 月 

第３回委員会 
フォーラム検証 

意見書の作成について 

・フォーラム開催 

（10 月～11 月） 

H26:11/9 フォーラム開催 

（実行委員会 3回：7,9,10 月） 

12 月  
H30:12/2 フォーラム開催 

（実行委員会１回：11 月） 

１月 

（必要に応じて委員会開催） 

（意見書作成） 
 R6:1/18 フォーラム開催 

（実行委員会２回：10,12 月） 

２月 （意見書作成）   

３月 委員会（意見書提出）    
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１．開会

２．事例発表➤まちづくり協議会における取組
➤地区・町内会における取組
➤市（地区公民館）における取組
➤令和7年10月実施 町内会に関するアンケートの結果について

①町内会向けアンケート
②一般市民向けアンケート

３．パネルディスカッション

４．客席を巻き込んだ意見交換？

・地区
・町内会

・まち協
・市民活動団体

地域まちづくり
活動団体

立場の違いによる受け止め方の差

地域におけるまちづくり活動団体とその課題

高齢化
担い手・後継者不足
参加者の減
運営負担の増加

町内会費
行事数
会議数
脱退者増加

ネットワークづくり
お互いを知る機会の減
収入源の多様化

企画力

地区公民館（キーステーション）

それぞれの課題に対し、ポジティブな目線で
ヒントを持ち帰っていただけるフォーラムに

人材確保につながる取組
運営の多様化を踏まえた見直し
負担なく参画できる仕組み
参加者から担い手へ

など

フォーラム構成案

地域まちづくり活動団体

地区・町内会→日常の地域生活を安全・安心に送るための共同体（防災、見守り、環境維持管理）
まち協・市民活動団体→地域の課題解決など、目的の達成のための共同体
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令和8年度イベント等開催予定状況（抜粋）

10月 鳥取砂まつり 鳥取砂丘砂西側フィールドハウス

10月 いなば農産物フェスタ 地場産プラザわったいな周辺

10月頃 男女共同参画啓発イベント 丸由百貨店

10月予定 気高ポタリングイベント 気高町内

10月予定 あおや鳴り砂ビーチフェスタ2026 青谷海岸

10月予定 青谷ようこそまつり 青谷賑わいの場

10月上旬 第27回鳥取三十二万石お城まつり 久松公園・鳥取市街地

10月上旬 第42回鳥取市民健康ひろば
とりぎん文化会館
（予定）

10月上旬～
中旬

山陰海岸ジオウォークin因幡・但馬2024
鳥取砂丘～新温泉町居組にかけての
沿岸部

10/1
鳥取市制施行
137周年記念式典

さざんか会館

10/4（予定） 山陰海岸ジオパーク一斉清掃(秋の鳥取砂丘一斉清掃） 鳥取砂丘および気高・青谷地域

10/5
グラウンドゴルフ大会
（第6回　白兎GG団体戦大会）

白兎グラウンドゴルフ場

10/7 第52回人権尊重社会を実現する鳥取市民集会 とりぎん文化会館　ほか

10月中旬
万葉フェスティバルin鳥取
第32回大伴家持大賞

未定

10/11 鳥取ブラスプレイヤーズ錦秋コンサート 鳥取市あおや郷土館

10/11
第9回　Yorozuya possible
～よろずや大作戦～

用瀬町運動公園　　　　　野球場駐車
場

10/11 童謡・唱歌サミット　ひろげよう歌の輪コンサート わらべ館いべんとほーる

10/12 とのイベ秋
殿ダム記念広場
殿ダム交流館

10/18 第27回　万葉集朗唱の会 因幡万葉歴史館

10/18（予定） 鳥取すごい！ライド2025 鳥取市・岩美町・八頭町

10/20 部落解放・人権政策確立要求第2回学習会 第２回：未定

10/23
グラウンドゴルフ大会
（第27回　秋季白兎GG大会）

白兎グラウンドゴルフ場

10/25 殿ダムウォーキング大会 殿ダム記念広場

10/25
第40回鳥取砂丘らっきょう
花マラソン大会

鳥取砂丘オアシス広場

10/31 第７０回（令和８年度）鳥取県植樹祭 とっとり出合いの森

10/31～11/1 第２１回気高ときめきまつり 気高町農業者トレーニングセンター

10月下旬 鹿野秋のええもん市 鹿野町総合支所周辺

10月下旬 青谷かみじちフェスタ2026 青谷かみじち史跡公園

実施場所

10月　イベント・行事

日付 イベント名

2026/5/214



11月上旬 秋季用瀬山系トレイル大会 影石城跡、三角山、おおなる山

11月上旬 佐治ふるさと祭り 佐治小学校

11/3 第49回鳥取市木のまつり
国道５３号線（片原変電所前～まちパ
ル鳥取前）

11/6～8 河原町文化祭 河原町コミュニティセンター

11/8
第20回　運動公園杯　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　テ
ニス大会

テニスコート

11/8 旧美歎水源地フェスティバル2026 旧美歎水源地水道施設

11/8 もちがせふれあいまつり 用瀬保健センター

11月中旬 鷲峯山麓ハーフマラソン大会 気高町及び鹿野町

11月中旬 鳥取かにフェスタ
鳥取港西浜地区
マリンピア賀露

11月中旬～
下旬

TOTTORI SAND ART（仮称） 袋川沿線エリア

11/14
（予定）

第５回ONSENガストロノミーウォーキングin鳥取市・鹿野
温泉

鹿野町内

11/14～15
（予定）

ふくべ公民館まつり 福部町コミュニティセンター他

11/15 エコフェスタin2026 リファーレンいなば

11/15 用瀬宿横丁さんぽ市 ＪＲ用瀬駅周辺

11/20 令和８年度鳥取市社会福祉大会 鳥取市文化ホール

11/28 人権フォ―ラム2026
とりぎん文化会館
小ホール

11月下旬 ONSENガストロノミーウォーキングin鳥取市・鹿野温泉 鹿野町内

11月　イベント・行事

実施場所イベント名日付

2026/5/215


